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【市税の内訳】 （百万円）

令和５年度予算

桜の開花が観測史上最速を記録している地点が多く、春本番、初夏まで一気に季節が進んだと感じ
ます。コロナ感染症は、５月初めに５類への変更となります。約３年間続けた対策を、どのようにアフター
コロナへと切り替えていくのか。コロナ禍で伸び悩んだ人口と経済成長をどのように向上させるのか。定
住促進の魅力をつくり、住みたい住み続けたいと「選ばれるまち」になることが重要と考えます。
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第８次刈谷市総合計画（５つの重点戦略）

これまでの振り返り
結果 評価

①
公共バス路線の改善提案
デマンド系（チョイソコ）バスの計画策定

重点施策として第８次総合計画に明記
課題解決の企画提案と具現化が課題

△

② 児童クラブの祝日運営 1ヶ所／中学校区の祝日開設の実現 ◎

③ 自転車等の交通安全対策
第４次都市計画マスタープランで明記
安全な交通施策の具現化が課題

△

④ 小通学校体育館の空調設備の設置
令和４年度小学校設置完了、令和５年度
中学校に設置予定

◎

⑤ スポーツ施設の拡充（亀城等）
亀城公園運動広場の設置計画で、関連
した施設を充実するべく提案中

△

⑥ 議会改革に向けたDX推進
ICT推進によりペーパーレス、情報共有
などの土台作りできた

〇

◎：実施中/済　〇：進展　△：提案/検討中　×：活動無し

課題

来期の重点政策

実施事項

① 公共バスの拡充
・市内網羅性の向上
・時間当たり便数の増便
・基幹路線移動時間の短縮　等

② 刈谷豊田総合病院の救急医療の拡充 救急医療施設拡充のための積極的支援

③ 保育現場の負担軽減と安心安全向上
・園児見守りのICT化
・園との連絡をスマホアプリで実施　等

④ 横断歩道の安全対策
・夜間に視認性向上
・押しボタン式信号の増設　等

⑤ 自転車ネットワークの構築 自転車専用道の設置と安全性の確認

⑥ 刈谷駅を中心としたにぎわいづくり
・刈谷駅北口の再開発の推進
・若者が立ち寄る街づくりと施設の誘致

⑦
市街地の渋滞緩和
・市道と県道の交差点を重点に改良提案

・恩田、昭和町、桜町交差点の改良（県と協業）
・アフターコロナの交通量実態の再把握

⑧ DXによる議会改革
・議会のペーパーレス
・議会定数（２８人）の妥当性確認　等

課題

さて３月議会では、令和５年度の施政方針／教育方針、予算が示されました。また、刈谷市第８次総合計画が示され、長期
的なビジョンや市政の重点施策が示されました。少子化と高齢化は、刈谷市も例外ではありません。三河地域は、産業構造の
変化による多大な影響が考えられます。カーボンニュートラル、SDGｓ、
DX推進、雇用確保、防災/減災、子育て支援、健康寿命の延伸などで
持続可能な社会をつくります。

公約の実現
に向け前進
しています

足元と中長期的
課題をしっかりと
解決します

R5年 R4年 差

個人市民税 12,362 12,183 179

法人市民税 2,893 2,722 171

固定資産税 16,913 16,370 543

市たばこ税 1,113 1,016 97

都市計画税 3,082 3,001 81

軽自動車税 342 329 13

一般会計
歳入

６３３億円

（事業名 金額 前年比）

主な指標（抜粋） 現状 目標
子どもを生み育てやすい環境づくり
教育環境の充実
家族が持てる環境づくり
産業立地・産業振興
新たな産業創出
人材育成
中心市街地の再開発
スポーツ振興
歴史/文化資源の活用

重点戦略（目標年度　2032年）

86.3% 90.0%

24.4% 36.0%

66.3% 68.0%

子どもを生み育て
やすいと思う市民
割合
生活と仕事の調
和に取り組む事
業所割合
刈谷駅周辺が活
気、魅力があると
思う市民割合

若い世代や子育
て世代への支援

魅力ある働く場
の創出

にぎわいの創出

1

2

3

主な指標（抜粋） 現状 目標
地域共生社会の形成
生きがいが持てる環境
市民活動の推進
危機に強いまちづくり
環境に配慮した持続可能なまちづくり
都市機能の集約
安全安心な暮らしの確保

72.4% 81.1%

60.7% 68.0%

重点戦略（目標年度　2032年）

4

5

高齢者/障がい者
が安心して暮らせ
ると思う市民割合

災害に強いまち
だと思う市民割合

誰もが活躍でき
る社会の形成

安全に暮らし続
けられる環境の
整備

一般会計
歳出

６３３億円



令和５年度の主要事業(抜粋）

トピックス

（１）公共交通再編事業「かりまる」利便性向上・・３０，４４０千円

〇市民の外出機会、健康増進に寄与
（１）地域公共交通計画を策定
（２）路線の改正、運営手法の検討

・路線／ダイヤ等の再検討
・意見交換会の実施

（３）乗合い型「デマンド交通」の導入検討
“チョイソコ”の実証実験

〒448-0021 刈谷市八軒町2-75番地1
☎(0566)24-8831 Fax(0566)24-1675
E-mail ： nakaji@msp.aisin.co.jp
公式HP： http://www.giin-aiwu.com/nakajima/top/

（３）公園再整備事業・・２４８，０２３千円

〇日高公園再整備
・ウォーキングコース、健康遊具の設置
・トイレの洋式化、ベンチの更新など
〇猿渡公園のＰＡＲＫ-ＰＦＩによる再整備

（４）教育/文化等の環境整備 （単位 千円）

〇中学校体育館／武道場に空調設備を設置・・・954,000
〇富士松小学校の大規模改造・・・411,300
〇富士松南小学校体育館の改造・・・391,770
〇雁が音中学校大規模改造・・・454,692
〇住吉小学校擁壁改修・・・83,000
〇いじめ・不登校児童生徒指導・・・4,032
〇夢広がる未来応援・・・6,849
〇親子スポーツ教室・・・750 など

（５）優良建築物整備・・総事業費１５０，４６２千円

〇桜町（２０階建て） 〇広小路A地区（１９階建て）
※低層階は商業施設、駐車場等 高層階は住宅施設

民間力を活用し、
・飲食店、売店等を設置
・バーベキュー等の施設を
充実し、魅力アップを図る
⇒サービス向上と
利益を公園整備等に還元

（２）JR刈谷駅総合改善事業・・２１２，４３０千円

〇ホーム等の安全確保
（１）ホームの拡張（約２倍の幅へ）
（２）ホームドアの設置（上下すべて）
（３）エスカレータの増設（上下各１基）
（４）改札機の増設（２基増設予定）

（６）産業振興 （単位 千円）

〇産業立地促進補助・・・704,157
〇がんばる商業者支援事業・・・5,000
〇産業イノベーション推進・・・35,013
〇みんなでロボットコンテスト実施事業・・・4,000
〇スマート農業導入支援・・・316
〇事業用脱炭素促進設備導入補助・・・105,606 など

（７）福祉安心 （単位 千円）

〇防災備蓄倉庫整備（今川）・・・51,240
〇避難所マンホールトイレ整備・・・37,569
〇全国女性消防操法大会支援・・・798
〇すぎな作業所整備等・・・250,200
〇介護施設等整備費補助・・・41,151
〇高齢者健康増進事業・・・8,349 など

（８）市民生活支援事業・・・３０１，６１０千円

〇水道料金基本料を６か月延長

②刈谷スマートシティロゴマーク

③刈谷市パートナーシップ宣言制度について
①給食のオーガニック化推進の請願に反対
（請願趣旨）給食の米・野菜は「有機無農薬農産物」に段階的に
切り替え、給食費増額分はすべて市が負担すること

（反対理由）オーガニック給食に反対するものではない。現段階
では、量も質も確保できないのが現実。費用だけの問題ではな
い。まず、農業者の支援・投資を優先し、給食に提供できる環境
を整えることを優先すべきと考えるため

（９）公立保育園幼児園業務支援システム・・・５８，０８３千円

〇園業務のＩＴ化による支援
（１）QRを利用した登園/降園管理登録
（２）生活記録をアプリで登録、スマホでリアルタイム確認
（３）連絡帳や欠席/欠食届け等をスマホアプリで情報共有
（４）保護者アンケートなどのアプリを検討中 など

刈
谷
城
御
城
印

街中に技術・サービス・情報が
広がっていくイメージを表現。

中心に刈谷の“K”が浮かびます

（目的）
多様な性に関する市民の理解を促進し、誰もが暮らし
やすい環境を構築する（令和５年7月１日～）

（内容）
人生のパートナーを約束した双方、又は一方が性的
少数者である二人が宣誓書を提出し、受領書を交付

（要件）
・民法に規定する成年
・本市に住所を所有
・双方が近親者でないこと
・配偶者（事実婚含む）がいない事
・当該相手以外の者とパートナーにない事

法律上の効力はないが、
配偶者と同等と考え
優遇される場合も・・・

大河ドラマ「どうする家康」を
ご覧になっていますか？？
「スペシャルトーク in 刈谷」
水野信元役（寺島進氏）が
出演します。詳しくは市HPを！


